２０２５年度　統括事業所さの　事業報告書

【事業所名】　足立区地域包括支援センターさの

Ⅰ　事業の年間報告
	事業の概要
	自己評価
	年間の取組と年間評価
	取り組むべき課題

	１　利用者への取組

	（1） 人権尊重の徹底
	A
	①実態把握にて情報を収集し、事前に介護サービスを導入することにより高齢者虐待に対する通報件数の増加を未然に防いでいる。
②権利擁護業務におけるスキルアップを目指すための研修参加
　　・虐待防止　　　　　7回
　　・成年後見人制度　2回
　　・その他権利擁護　3回
③定例の会議の際に虐待ケースの進行を職員間で定期的に確認し、情報を共有している。
	①定例の会議で虐待進行管理表の更新・確認を継続する。
②虐待防止の研修には多くの職員が参加できるように計画していく。
③虐待の記録様式で活用できてないものを更新する。

	
	
	
	

	（２）苦情解決・相談体制の整備
	A
	①苦情・事故対応のポイントは周知徹底し、区の定めにより通報を受けた際には1開設日内、緊急時には１時間以内の対応を事業所内で判断し迅速な対応を行っている。
②職種間を問わず、相談業務を行える体制の強化と業務の平準化に取り組んだ。
	地域住民や民生委員、あんしん協力員、協力機関からの通報は迅速な対応を継続して行っていく。また複数職員で対応し、緊急性の判断を行っていく。


	
	
	
	

	(３)事故防止対策
	A
	①足立区の事故対応のルールとしての事故、ヒヤリハットの振り返りと対応継続の確認・周知の研修を複数回実施した。
②職員間の業務量の調整として総合相談、実態把握と分かれていた担当を合一し、業務の平準化を実施。結果、新体制でも実態把握も対象者への訪問、成立をほぼ１００％達成することができている。
	①次年度初めの研修で再度全職員に事故時の対応についての周知を行う。
②実態把握に関しては今年度の方法を引き継ぎ１００％の達成を目指す。


	
	
	
	

	（４）サービスの質の確保
	A
	OJTの実施と研修受講の機会を確保している。また育児休業・介護休暇を取得する職員もいるため、職員間で業務量のバランスを見直し、業務担当の振り分けを行っている。

	①研修が多くなっているため、特定の職員の参加に偏らないように参加を調整する。
②新任研修は必ず参加できるように勤務を配慮する。


	
	
	
	

	２　職員への取組

	（１）人材の確保・育成・定着
	A
	1 ９月からの新任職員にはOJTを実施。第二層生活支援コーディネータ・実態把握を中心とした業務に従事している。
②　センター長が定期的に面談を行い業務の振り返りを行っている。
	①職務等級表での求められる行動を職員に示していく。
②４月入職の職員にも同様にOJTを実施。これまでの経歴に合わせて相談業務を中心に業務に入れるように支援していく。
②新任の副主任に対し、指導職としての業務を伝え、管理業務の一翼を担えるように支援していく。

	
	
	
	

	３　地域社会への取組

	（１）地域貢献
	A
	フードパントリー活動(地域貢献活動)への参加に加えて、絆のあんしん連絡会の中でフードドライブ活動を実施。地域に働きかけ圏域内の信用金庫等と協力し食料寄付の支援イベントを開催した。
	フードドライブ活動を２０２５年度で終わらせず、継続して「ゆうあいらんど・さの」として継続していく。


	
	
	
	

	４　経営基盤強化への取組

	（１）収入増への取組
	A
	新任の職員が入職し、３職種がバランスよく配置できている。
	２０２６年４月から主任介護支援専門員が１名増員となっている。
相談業務を中心に業務に入れるように支援していく。

	
	
	
	

	（２）組織・システム
	A
	役職間でのミーティングを定期的に実施。各職員の受け持っている仕事量を比較し、特定の職員に負担がかからないようにバランスよく配分するように努めた。
	２０２６年度も新任の職員を含め業務量のバランスに偏りが出ないように定期的に役職とベテラン職員でミーティングを実施する。


	（３）災害・感染症対応
	A
	介護予防サービス利用者の名簿に住所等を記載し、非常時に持ち出して支援が行えるように準備している。
	継続的に名簿を更新し非常時に備える。また名簿の存在を職員に周知していく（月１回更新）。

	（４）危機管理

	A

	足立区の事故対応マニュアルを確認・周知し、事故発生時には役職者に報告することを徹底した。

	ヒヤリハット・事故発生時の状況確認が必要


	（５）情報セキュリティの強化
	A

	これまで各職員の使用しているノートパソコンのパスワードは事業所内で統一されていたが、個々のパソコンのパスワードに変更することでセキュリティの向上を図った。
	新年度に合わせて各職員のノートパソコンのパスワードの更新を行っていく。

	
	
	
	

	５　持続可能な社会の実現に向けての取組

	
	A

	近隣の子供食堂などに出向き、高齢者だけではなく多世代の交流を行っている団体との顔つなぎを行った。　　(SDGｓ １　２　３　１０)
	新たな地域資源との連携を図り、関係性を深めていく。
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